
理 科 学 習 指 導 案（中学校３年） 

 

１ 単元名 酸・アルカリとイオン 

 

２ 考 察（略） 

 

３ 目標 

 酸とアルカリの性質や中和反応について、見通しをもって観察、実験などを行い、イオンと関

連付けてその結果を分析して解釈し、酸とアルカリの特性や中和反応による生成物に関する規則

性や関係性を見いだして表現することができる。  

 

４ 評価規準 

自然事象への関心・意

欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての知

識・理解 

酸・アルカリ、中和と

塩に関する事物・現象

に進んで関わり、それ

らを科学的に探究しよ

うとするとともに、事

象を日常生活との関わ

りでみようとする。 

酸・アルカリや中和と

塩に関する事物・現象

の中に問題を見いだ

し、目的意識をもって

観察、実験などを行い、

酸・アルカリの特性と

水素イオン・水酸化物

イオンとの関係、イオ

ンのモデルと関連付け

た中和反応による水と

塩の生成などについて

自らの考えをまとめ、

表現している。 

酸・アルカリの性質や

中和反応に関する観

察、実験の基本操作を

習得するとともに、観

察、実験の計画的な実

施、結果の記録や整理

などの仕方を身に付け

ている。 

酸・アルカリの特性が

水素イオンや水酸化物

イオンによること、中

和反応によって水と塩

が生成することなどに

ついて基本的な概念を

理解し、知識を身に付

けている。 

 

５ 指導方針（略） 

 

６ 指導・評価計画（全８時間予定 本時は１時間目） 

過程  時間 主な学習活動 指導上の留意点 評価項目等 

ふ

れ

る 

・ 

つ

か

む 

１ 

 

・身近な中和反応の例と

して草津温泉の仕組

みや工夫について考

えることで、酸・アル

カリの性質や中和反

応について気付きや

疑問をもち、単元の課

題をつかむ。 

 

・草津温泉の様子がわかる写真

を活用することで、生徒たち

が自然事象に対して気付き

や疑問をもてるようにして

いく。 

・草津温泉の水を調べる際に、

pH について抑えておくこと

により、草津温泉の液性が強

酸性であることを確認する。 

 

 

【関】身近な中和反応に

進んで関わり、気付き

や疑問をもちその事

象が起こる理由を考

えようとしている。

（発言・ノートの記

述） 

追

究

す

る 

６ ・酸・アルカリの水溶液

の性質について調べ

る実験を行い、酸とア

ルカリそれぞれに共

通する性質について

◎酸性・アルカリ性の水溶液と

して今までに実験で使用し

た水溶液を振り返らせるこ

とで、水溶液の液性に注目さ

せて実験に臨めるようにす

【技】酸性・アルカリ性

の性質を調べる実験

を行い、実験の基本操

作を習得するととも

に、自然の事物・現象

（
本
時
） 

単元の課題：酸・アルカリにはどのような性質があるのだろう。  



考える。 

 

 

る。 

◎水溶液の液性を調べる指示

薬や金属を変化させること

について、これまでの学習を

想起させることで、明確に実

験を行えるようにする。 

◎前時に確認した指示薬につ

いて、掲示して再度振り返る

ことで、実験結果から液性と

指示薬の性質を確認できる

ようにする。 

・強酸や強アルカリの水溶液も

あるため、安全面に十分配慮

して実験を行わせる。 

を科学的に探究する

技能を身に付けてい

る。（活動の様子・結

果の記述） 

・電気泳動の実験を行

い、酸とアルカリの特

性をイオンのモデル

と関連付けて考える。 

 

 

 

 

・リトマス紙上の色の変化 (酸

やアルカリの性質 )に着目さ

せ、色の移動の仕方とイオン

の関係について整理できる

ようにする。 

 

【思】リトマス紙上のイ

オンの移動を根拠に

酸性とアルカリ性の

水溶液に共通するイ

オンが水素イオンと

水酸化物イオンであ

ることを指摘してい

る。（ノートの記述・

発言） 

・酸とアルカリの中和実

験を行い、酸とアルカ

リを混ぜると水と塩

が生成することをイ

オンのモデルと関連

付けて説明する。 

 

 

◎中和実験を行う前に、こまご

めピペットの正しい使い方

について確認させることで、

丁寧に実験に臨めるように

する。 

・イオンの変化について、考え

る際に、イオンのモデルを活

用して段階的に説明しなが

ら考えられるようにする。 

【思】酸とアルカリの水

溶液を混ぜ合わせる

と、互いの性質を打ち

消し合う中和の反応

が起こることを指摘

している。（ノートの

記述・発言） 

・塩酸と水酸化ナトリウ

ム水溶液以外の中和

実験の様子を観察し、

水に溶ける塩と水に

溶けない塩ができる

ことについて理解す

る。 

・中和反応で生成される水と塩

について、イオンのモデルを

活用して考えられるように

する。 

◎前時の塩酸と水酸化ナトリ

ウム水溶液の中和反応を化

学式やイオンを用いながら

確認させることで、本時の中

和反応を考えやすくする。 

【知】塩には水に溶ける

塩と水に溶けない塩

があることを理解し

ている。【発言・観察】 

ま

と

め

る 

１ ・単元の課題を振り返

り、学習をまとめる。 

・｢つかむ｣過程で扱った

草津温泉の仕組みや

工夫について、既習事

項をもとに説明する。 

・本単元の既習事項を確認でき

るように視覚化することで、

既習事項の振り返りをさせ、

単元の課題の解決につなげ

ていく。 

・草津温泉の中和反応につい

て、イオンのモデルを活用し

て考えさせるようにする。 

【思】これまでに学習し

た既習事項を用いて、中

和工場の仕組みについ

て自分なりの考えを用

いて表現し、説明するこ

とができる。【ノートの

記述・発言】 



◎酸・アルカリや中和反応が日

常生活の様々な場面で関係

していることを伝えること

で、身の回りの生活に科学的

視点で考えられるようにし

ていく。 

 

７ 本時の学習 

(1)  ねらい 身近な中和反応について考える活動を通して、興味・関心を高めるとともに、単

元の見通しをもてるようにする。 

(2)  展 開 

学習活動と予想される生徒の反応  時間  

（分） 

指導上の留意点 

◎学びのつながり ※授業中の生徒指導３機能 

１ 身近な自然事象(草津温泉)につ

いて知っていることを発表する。 

○草津温泉について知っていること

を共有する。 

・湯畑。 

・酸性のお湯。 

・湯もみ。 

・変なにおいがする。 

・肌がすべすべになる。 

○本時のめあてをつかむ。 

 

 

５ ○草津温泉の写真を見せることで、生徒たちにこれ

から学習する内容について興味をもたせられる

ようにする。 

○草津温泉について問いかけ、知っていることを自

由に想起させることで、学習への関心・意欲を高

められるようにする。 

 

 

 

 

 

２ 草津温泉に関する事象に触れ、

気付きや疑問をもつ。 

○草津温泉(湯畑)の写真から、気付

きや疑問をもち、全体で共有する。 

・黄色い色をしている。 

・お湯があるところには草が生えて

いない。 

・お湯が通るところは木でできてい

る。どうしてだろう。 

・金属は溶けるのではないかな。  

○つなぎ教材から、小学校の既習事

項である、水溶液の液性、水溶液

には金属を溶かすものがあること

を復習する。 

○pH について知り、草津温泉の液

性についてグループで調べる。 

・草津温泉は塩酸と同じ強い酸性な

んだ。 

・そんな温泉に入って大丈夫なのか

なあ。 

 

 

○草津温泉の中和前の川(上流)の写

真と中和後(下流)の川の写真を比

40 ○草津温泉(湯畑)の写真を提示することで、湯畑の

特徴や疑問点に気付かせる。 

○草津温泉 (湯畑 )の写真を書画カメラに投影する

ことで、全体で写真を確認しながら意見を共有で

きるようにする。 

○生徒の気付きや疑問を共有する場面では、湯畑の

写真に印をつけることで、どの部分に注目してい

るか確認できるようにする。  

 

 

◎草津温泉の液性について確認する際に、ＢＴＢ溶

液やリトマス紙などの指示薬について振り返ら

せることで、小学校の既習事項を想起させる。 

○草津温泉の pH について具体的に調べる際に pH

について抑えておくことにより、草津温泉の液性

が強酸性であることを確認させる。  

○pH を確かめる際には、ペハノン紙という試験紙

を使うことを伝え、使い方について確認してから

実験を行わせる。 

◎草津温泉の液性と今までに学習した酸性の水溶

液を振り返らせることで、水溶液の液性の強さに

注目しながら考えさせるようにする。  

○中和前と中和後の吾妻川の写真を比較させるこ

とで、川沿いの植物の変化に気付かせる。 

めあて：草津温泉の水の秘密について考え、単元の課題を立てよう。 



べ、気付きや疑問をもつ。 

・上流の川は草が茶色くなっている

が、下流の川はあまりなっていな

いなあ。 

・上流の川は下の方に草がない。  

・下流の川は下の方まで草がある。  

・下流の川は濁っているぞ。 

○気付きや疑問の共有を行い、なぜ

このようなことが起きているの

か、仮説をもつ。 

・川に何かを入れることで、酸性の

性質が無くなったのではないか。  

・アルカリ性の性質のものを入れれ

ば、酸性の性質は無くなるのでは

ないか。 

・酸性では無くなれば生物は住める

ようになるのでは。 

３ 仮説を共有し、単元の課題をつ

かむ。 

○短冊ワークシートを活用して、仮

説の共有を行う。 

○単元の課題をつかむ。 

 

 

※自分の考えを記述する際には、個人で考える時間

を設定し（自己決定）、さらに班で意見を交流す

る時間を設けることで、互いの意見を認め合える

ようにする。（共感的人間関係） 

○拡大ワークシート、付箋紙を活用して、班ごとに

自分たちの気付きや疑問をまとめることで、意見

を共有できるようにする。 

※各班の意見を発表したあとに自分たちの意見と

重なるものを問いかけることで、自分の考えや他

の生徒の考えを認められるようにする。（共感的

人間関係） 

○生徒からでた気付きや疑問を、川の上流と下流に

整理して板書し、違いが明確にわかるようにする

ことで、全員が共通のこと（事象）についての仮

設を考えられるようにする。 

○短冊ワークシートを活用して、班ごとに自分たち

の仮説をまとめることで、クラス全体で意見を共

有できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時を振り返る。 

・草津温泉は、強い酸性の温泉だっ

たことがわかった。その酸性の川

がどのようにして生物が住めるよ

うになったのか考えていきたい。 

・酸性やアルカリ性の水溶液の性質

についてしっかりと調べていきた

い。 

・他の班の意見を聞いて、草津温泉

の酸とアルカリと草津温泉の関係

について調べたくなった。 

5 ◎本時の振り返りをもとに、酸・アルカリの性質の

学習へとつなげていく。 

○意欲的に取り組めたことや単元の見通しがもて

たことを賞賛することで、次時からの学習に意欲

的に取り組めるようにする。  

○単元の課題を解決するためにこれから何を調べ

ていく必要があるか全体で考えさせ、次時の課題

につなげていく。 

 

評価規準【関】（発言・ノートの記述） 

身近な中和反応に進んで関わり、気付きや疑問

をもちその事象が起こる理由を考えようとし

ている。（発言・ノートの記述） 

単元の課題：酸・アルカリにはどのような性質があるのだろう。 


